
産 科  

巽 啓司 

産科的合併症は経過が急で母体・胎児に重篤な異常をきたすことも多い。またそれ以外の合併症

も、非妊娠とは異なる病像を呈したり妊娠経過に重大な影響を与えたりすることがよくある。近年、

出生率の低下とともに妊娠出産年齢の高齢化等により、いわゆるハイリスク妊娠の割合は増加の一

途をたどっている。当院産科でもこの傾向は顕著であるが、異常なく経過した妊産婦だけでなく

様々な合併症をもった妊娠にも、できるだけ自然なお産を体験してもらえるよう努力している。子

宮内の胎児の状態はブラックボックスを扱うようなものであるが、胎児心拍モニタリング、超音波

断層法、パルスドップラー法等により子宮内の胎児の状態を間接的にではあるが推測することが可

能になってきた。新しい知識・技術を駆使して個々の症例に応じた適切な個別のリスク管理を行う

ことを通じて、より適正な診療体系を作っていくことが当科の基本目標である。また小児脳神経外

科グループと協力して、水頭症など先天性中枢神経奇形をもつ胎児の出生前診断と治療を数多く手

がけて日本周産期新生児学会で報告しているほか、AIDS診療拠点病院として、HIV/AIDS合併妊娠

の管理にも積極的に取り組んでいる。 
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132-136，2012.11 
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科婦人科学会学術講演会、神戸、2012 年 4 月 
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胎盤早期剥離の分娩管理中に輸血関連急性肺障害を発症した一例。第 64 回日本産科婦人科学会学

術講演会、神戸、2012 年 4 月 



小林史昌、近藤英治、濱西潤三、山口建、江川絢子、野溝万吏、巽啓司、藤原浩、小西郁生：変性
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後出血の治療法選択における造影 CT 検査の有用性についての検討。第 64 回日本産科婦人科学会学

術講演会、神戸、2012 年 4 月 

 

岡垣篤彦、是恒之宏、楠岡英雄：診療科のニーズに基づいてカスタマイズした電子カルテ記載欄の

分析と標準規格との合致及び互換性について。第 16 回日本医療情報学会春季学術大会、函館、2012

年 6 月 

 

岡垣篤彦：大手ベンダーの電子カルテを包括するユーザーメードシステムの制作と運用。

J-SUMMITS Special Seminar、仙台、2012 年 6 月 

 

松原尚子、山田成利、伊東裕子、伴建二、紺谷佳代、岡垣篤彦、巽啓司：胎児期水頭症の診断と分

娩と予後についての検討。第 48 回日本周産期・新生児医学会学術集会、埼玉、2012 年 7 月 

 

川村洋介、近藤英治、濱西潤三、藤田浩平、最上晴太、巽啓司、藤原浩、小西郁生：分娩後出血の
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集会、埼玉、2012 年 7 月 

 

近藤英治、多賀敦子、濱西潤三、藤田浩平、最上晴太、巽啓司、藤原浩、小西郁生：超低出生体重

児の帝王切開時に胎盤への切り込みを避ける子宮底部横切開の有用性の検討。第 48 回日本周産期・

新生児医学会学術集会、埼玉、2012 年 7 月 

 

岩見州一郎、松原尚子、種田健司、伊東裕子、伴建二、紺谷佳代、山田成利、巽啓司、岡垣篤彦：

子宮頸癌・子宮頸部上皮内癌の治療前子宮頸部細胞診の後方視的検討。第 52 回日本婦人科腫瘍学

会学術講演会、東京、2012 年 7 月 

 

種田健司、山田成利、松原尚子、伴建二、伊東裕子、紺谷佳代、岩見州一郎、巽啓司、岡垣篤彦：

当院における子宮癌肉腫症例の検討。第 52 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、東京、2012 年 7 月 

 

伴建二、伴千秋、松原尚子、種田健司、伊東裕子、岩見州一郎、紺谷佳代、山田成利、岡垣篤彦、

巽啓司：当科における子宮体癌の初回手術治療（リンパ廓清）に関する検討。第 52 回日本婦人科

腫瘍学会学術講演会、東京、2012 年 7 月 



伴建二、松原尚子、種田健司、伊東裕子、紺谷佳代、岩見州一郎、山田成利、岡垣篤彦、巽啓司：

当科での子宮体癌手術におけるリンパ廓清に関する検討。第 35 回日本産婦人科手術学会、京都、

2012 年 9 月 

 

岡垣篤彦：ベンダー製電子カルテの参照系を作成する-患者待ち時間調査アプリ-。Site Visits in 沖

縄県立中部病院、沖縄、2012 年 11 月 

 

岩見州一郎、松原尚子、種田健司、伊東裕子、伴建二、紺谷佳代、山田成利、巽啓司、岡垣篤彦：

子宮頸癌・子宮頸部上皮内癌の治療前子宮頸部細胞診の後方視的検討。第 66 回国立病院総合医学

会、神戸、2012 年 11 月 

 

松原尚子、種田健司、伴建二、伊東裕子、紺谷佳代、岩見州一郎、山田成利、岡垣篤彦、巽啓司：

婦人科悪性疾患のリンパ節転移における術前画像診断の有用性についての検討。第 66 回国立病院

総合医学会、神戸、2012 年 11 月 

 

岡垣篤彦：ユーザーメードシステムの費用対効果-大阪医療センターのカード型カルテ-。第 32 回医

療情報学連合大会、新潟、2012 年 11 月 

 

岡垣篤彦：全病院診療科別ユーザーインターフェース実装への工程管理-大阪医療センターのユー

ザーメード開発-。日本ユーザーメード医療 IT 研究会全国大会、岡山、2012 年 12 月 
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多賀敦子、近藤英治、濱西潤三、西川愛、川村洋介、巽啓司、藤原浩、小西郁生：超低出生体重児

の帝王切開時における子宮筋切開部位の検討。第 126 回近畿産科婦人科学会学術集会、大阪、2012

年 6 月 

 

古田希、近藤英治、濱西潤三、鈴木彩子、大仲恵、巽啓司、藤原浩、小西郁生：著しい外陰静脈瘤

合併妊娠の一例。第 126 回近畿産科婦人科学会学術集会、大阪、2012 年 6 月 

 

野溝万吏、近藤英治、濱西潤三、江川絢子、渡邊のぞみ、巽啓司、藤原浩、小西郁生：生児を得る

ことができた自然隔膜破綻を伴う一絨毛膜二羊膜双胎妊娠の一例。第 126 回近畿産科婦人科学会学

術集会、大阪、2012 年 6 月 

 

岩見州一郎、松原尚子、種田健司、紺谷佳代、伊東裕子、伴建二、山田成利、岡垣篤彦、巽啓司：

最近 5 年間の重複癌の臨床的検討。第 27 回大阪温知会総会、大阪、2013 年 2 月 
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千草義継、巽啓司、近藤英治、小西郁生：酸化脂質と炎症関連分子のヒト胎児発育における関与と

喫煙の影響。喫煙科学研究財団平成 23 年度助成研究発表会、東京、2012 年 7 月 

 



婦人科 

巽 啓司 

 当院の婦人科診療の中心は「がん」であり、入院患者の多くは悪性腫瘍患者である。また大阪に

おける子宮がん治療の草分けとして出発・発展し、全国でも屈指の婦人科がん治療施設として、世

界婦人科連合（FIGO）の悪性腫瘍登録施設（わが国では5施設）の一つに選ばれている。また毎年

日本産科婦人科学会婦人科腫瘍登録を行い、わが国における婦人科腫瘍診療の発展に貢献している。

さらに、「がん患者の妊孕能や日常生活機能の温存」、「進行がん患者に対する化学療法を含めた

集学的治療の効果」などを当面の課題として、手術術式の改良、手術適応の見直し、最適な補助療

法の組み合わせの検討等を進めており、日本産科婦人科学会や日本婦人科腫瘍学会等での演題発表

や論文作成を通じて、その成果を順次公表している。一方、子宮筋腫や卵巣嚢腫等の良性疾患も取

り扱っており、これらの疾患の治療においても、術後後遺症の最少化、必要な機能の温存を第一義

とした治療を旨としている。 
 
※2012 年度研究発表業績は産科ページをご覧ください。 
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